
 

ÖSD初級準備クラス授業実践ノート

― 検定試験活用による大学外国語教育のコース化を求めて―

大 塚 譲 (ドイツ語教育学)

０．はじめに

１．授業における助走的導入

1.1．【書く】

1.2．【話す】

1.3．【聞く】

1.4．【読む】

２．準備クラス

2.1．プログラム全体について

2.2．【書く】

2.3．【話す】

2.4．【聞く】

2.5．【読む】

３．ドイツ語基礎統一試験（ZD)・中級ドイツ語（MD)・上級ドイツ語（OD)・ビ

ジネスドイツ語（WD）の準備クラス― 準備クラスとしてのゼミと交換留学

０．はじめに

ドイツ語検定試験として国際的にも評価の高い ÖSD （Österreichisches
 

Sprachdiplom Deutschの略称。日本語の定訳は「オーストリア政府公認ドイ

ツ語能力検定試験」）なるものがある。本学でも私がライセンス を持って

いた関係で1999年から2008年までの10年間本学講師ダーニエル・アルノル

ト先生のご協力を仰ぎながらこの ÖSDの試験を実施してきた。10年間の試
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験結果の集計は以下の通りであった。

この10年間各レベルに対応する準備クラスを年２回実施してきたが，本稿

ではとりわけ初級向けの準備クラスについてその授業実践を報告する。

この検定試験は「言語によるコミュニケーション能力を測定する目的で作

られた試験として知られて」 おり，GD［←Grundstufe Deutsch］＝初級ド

イツ語，ZD［← Zertifikat  Deutsch］＝ドイツ語基礎統一試験，MD［←

Mittelstufe Deutsch］＝中級ドイツ語 ，OD［←Oberstufe Deutsch］＝上

級ドイツ語，WD［←Wirtschaftssprache Deutsch］＝ビジネスドイツ語の５

つのレベルに分かれている 。各レベルの目標とする能力について言えば，

GDは基礎的総合的コミュニケーション能力，ZDは標準的日常的コミュニ

ケーション能力，MDは母語話者と広いテーマについて自由にコミュニケー

ションできる能力，ODは社会・職業レベルでの複雑な事柄をも対象とするコ

ミュニケーション能力，WDはきわめて高度の言語レベルでのビジネス領域

における専門的言語能力をそれぞれ有するものとされる 。

この検定試験の本学での利用の仕方について言えば，外国語の検定試験は

一定レベルの語学力の有無を測定するものだが，また受験準備を通して自ら

の語学力を整理統合して使えるものにまで鍛え上げる機会と捉える事もでき

る。そのためには受験のための参考文献や練習問題集に基づいて知識・能力

を整理・鍛錬するシステムがあればよい。この受験のシステムがそれぞれの

レベルのための「準備クラス」である。まずGD（初級ドイツ語）については，

本学ドイツ語 は初級の完成段階とみることができるので，基本的レベルで

の４技能の統合を図るためにこの試験を活用することができる。そして受験
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レベル GD
初級ドイツ語

ZDドイツ語
基礎統一試験

MD
中級ドイツ語

OD
上級ドイツ語

WD
ビジネスドイツ語

計

受験者数 44 33 17 1 3 98

合格者数 41 24 17 0 1 83
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のために知識・能力を整理・鍛錬するシステムがここで取り上げる「ÖSD初

級準備クラス」である（初級よりも上の級の準備クラス（＝ゼミ）について

は３．［～頁］を参照されたい）。

外国語の検定試験には，そのレベルへの到達までに必要な学習時間が目安

として示されるのが普通である。ÖSD-Japanのホームページにもレベル毎の

学習時間が示されている（ここでは通常通り45分＝１時間で計算されてい

る）。それによるとGDには約300～400時間，ZDには約500～600時間，MD

には約700～800時間，ODには約900～1000時間，WDには約1200時間，が

それぞれ必要とされる学習時間である 。もちろん外国語の習得に要する時

間にはかなりの個人差があり，またカリキュラムの体系性・一貫性の如何で

習得時間も違ってくるので一概には言えないが，一般的に言ってGDを受験

するためには300～400時間ドイツ語を学習していなければならないことに

なる。本学について現在のカリキュラム（平成13年度制定）に沿って学習時

間を計算してみると，２年生までに履修可能なドイツ語の総学習時間は最大

で300時間であることがわかる 。しかしながら本学ドイツ語は，確かに

GD受験の目安となる時間数に何とか達してはいるものの，「話す」「聞く」「読

む」「書く」の総合的な言語行動能力の習得に配慮した一貫性あるカリキュラ

ムにはなっていなかった（特にドイツ語 の共通教科書は文法規則習得中心

の極めて保守的なものであった）ので，準備クラスを実施しその大きな欠を

補う必要があった 。

ÖSDでは「読む」「聞く」「書く」「話す」のいわゆる４技能についてそれぞ

れ別個に試験を行う 。従って準備クラスにおいても別個に準備を進める

ことになる。

(注１)森田一平「オーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験〝Österreichsches
 

Sprachdiplom Deutsch（ÖSD)"の概要と現状」（『ドイツ語教育 ７』2002
年，103-108頁）

ÖSDのホームページ：http://www.osd.at
また ÖSD-Japanのホームページ（http://www.rc.kyushu-u.ac.jp/ ilc.
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oesd）には，この試験は次のように紹介されている：「オーストリア政府公
認ドイツ語能力検定試験（ÖSD）はヨーロッパ議会が定める厳正な基準に基
づいた国家公認のドイツ語能力検定試験です。現在この検定試験はドイツ
語能力を国際的に証明する検定試験として，世界の約200以上の ÖSDのラ
イセンスを持った試験センターで実施されており，年間４万人以上が受験
しています。」

(注２)ウィーンの ÖSD本部での講習や本部派遣講師による日本での講習（２日
間。２～３年置きに開催）に参加することで容易に取得できる。

(注３)森田昌美「多言語・多文化時代の言語能力検定試験（１)― 初級・基礎段
階におけるドイツ語能力検定試験の諸相」［流通科学大学論集― 人間・社
会・自然編 第15巻第３号 2003年３月102頁］

(注４)森田一平，上掲論文104-105頁
(注５)(注６）これらのレベルが目標とする能力と資格は以下の表の通りである

（ÖSD本部のホームページと ÖSD-Japanのホームページから大塚がまと
めたもの）

ヨーロッパ共
通参照枠※

ÖSD 日本語訳 能力 資格

A2 Grundstufe
 

Deutsch

初級ドイツ語 私的・職業的領域で
の基本的意思疎通。

オーストリアの市民
権や定住資格。

B1 Zertifikat
 

Deutsch

ドイツ語基礎
統一試験

日常生活，旅行，自分
の専門・関心領域対
応の言語能力。主と
してコミュニケー
ション能力。形態的
正確さにも配慮。

ドイツの市民権。
音楽大学入学。

B2 Mittelstufe
 

Deutsch

中級ドイツ語 幅広いテーマについ
て母語話者と自由に
対話。

オーストリア国内一
部大学入学，ドイ
ツ・スイス認定大学
入学

C1 Oberstufe
 

Deutsch

上級ドイツ語 社会生活・職業生活
上のかなり込み入っ
た事柄でもコミュニ
ケートできる能力。

オーストリア国内全
大学入学＋ドイツ・
スイス認定大学入学

C2 Wirtschaftssprache
 

Deutsch

ビジネスドイ
ツ語

極めて高度の言語レ
ベルを前提。ビジネ
ス領域での専門的言
語能力。

オーストリア国内全
大学入学＋ドイツ・
スイス認定大学入
学。ドイツ語圏就職。

※ヨーロッパで共通の，外国語学習の到達度を記述するのに使用するガイドライ
ン。下記を参照。『外国語教育 ― 外国語の学習，教授，評価のためのヨーロッ
パ共通参照枠』（訳・編 吉島茂／大橋理枝（他））（朝日出版 2004年）

(注７)前掲の ÖSD-Japanのホームページ参照。
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(注８)◆ h＝時間／w＝週 ◆45分＝１時間で計算
ドイツ語 (４h×30w＝120h)＋外国語コミュ(２h×15w＝30h)＝
150h>……（A）
ドイツ語 A(４h×30w＝120h)＋国際コミュ(２h×15w＝30h)＝
150h>……（B）
→(A)＋(B)＝300h。
これに対してそれ以前のカリキュラム
いわゆる【平成９年度カリ】では：
ドイツ語 (６h ×30w＝180h)＋旧基礎ゼミ （２h×15w＝30h)＝
210h>……（C）
ドイツ語 (４h×30w＝120h)＋国際コミュ （２h×30w＝60h)＋短
期語学留学 （20h/w×６w＝120h)＝300h>……（D）
→(C)＋(D)＝510hという計算になり，これに加えて学内外のインテンシブ
コースに参加する者もかなりいたので，550時間近い者も珍しくなかったろう。
現在の【平成13年度カリ】で「～語 」が週３回から週２回に減ったこと
で，外国語科目（とりわけ英語以外の外国語科目）は自らの生命線を失った
感がある。それは自死だったように思われる。
：90分授業を週３回行っていた。
：「ドイツ語遊び時間」と称して半期科目として前後期連続して開講して
いた（受講者20名前後）が，半期空単位で前後期連続して出席する者
が大半であった。
：通年４単位科目
：バイロイト大学の夏期講習では３週間コースで60時間，６週間コー
スで120時間学ぶことができた ３週間コース：週20時間(４h×
５d＝20h)×３w＝60h；６週間コース：20h×６w＝120h>。参加者
７～８名のことも珍しくなかった。めぼしい学生の多くが参加した。

(注９)「……ほとんどが文法シラバスに依っている日本のドイツ語教育の現状を
考えた場合，準備講座，模擬試験の実施は必要である」（森田一平 前掲論
文107頁）。

(注10)それらの配点と試験時間は以下の通りである。

読む
点数/時間（分)

文法基礎
点数/時間（分)

聞く
点数/時間（分)

書く
点数/時間（分)

話す
点数/時間（分)

GD 30 30 30 20 20 30 20 10/15

ZD 75 90 30♯ 75 30 45 30 75 15

MD 20 90 20 30 30 90 30 15/20

OD 20 90 20 40 30 90 30 15/20

WD 40 90 40 45 75 40 40 15/20

♯ZDの文法基礎の試験時間は「読む」の90分に含まれる。
一人での準備時間（監督者付きの個室で辞書を使わず資料のみにより事前検討。メ
モは取ってもよい）。
試験時間
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１．授業における助走的導入

ÖSD作の練習問題は，ホームページに載っているモデル問題にしろ別売の

練習問題集にしろ，ÖSDスタッフ自らが言うとおり 考え抜かれた優れた

練習教材である。いかにして，これら４技能に対応する優れた練習問題を導

入することにより授業を活性化しつつ，併せて ÖSD受験の動機づけを行う

のか，を提示するのがここでのテーマである。

しかし ÖSDの試験問題（＝練習問題）が技能別になっておりしかもそれぞ

れに特有の言語行動能力の展開を求めてかなり凝った仕立てになっているこ

ともあり，授業における導入も準備クラスの授業実践も，技能毎に別個に行

うのが賢明である。

そして授業への「導入」の仕方も技能毎に異なってくる。「書く」練習には

時間をかけた自習を伴うので「宿題」が主となる。「聞く」問題は期末試験の

聴解問題に活用可能なので，教室で一つ二つじっくり取り組ませて慣れたと

ころで期末試験になるような流れで「導入」する。「話す」も定期試験の口頭

試験に活用するのに打ってつけである。「読む」は素材がすべて新聞記事とい

うことから，基本語彙の整理，副文等の複合文への習熟と速読を試みるチャ

ンスとして，また教師の説明によりランデスクンデ（Landeskunde＝言語を

取り巻く社会文化的背景の知識）へのセンスを研ぎ澄ます絶好の機会として

捉える。

1.1．【書く】

ÖSDを技能毎に授業に「導入」する際も，試験問題＝練習問題に取り組む

形で進められる。そこでここでは個々の「導入」の説明に先立ってまず ÖSD

の各技能の試験問題のサンプルの日本語訳（ないしは試験問題のサンプルの

日本語による概要）を示しておくことにする。まず「書く」技能にかかわる

試験問題のサンプル を示す。
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［試験問題のサンプル］

基づいて辞書を用い

ず30分間で短い手紙を書くことになる。状況設定や指定の条件を見ても，現

代の日常生活のありふれた事象について基本的語彙を用いて書くことが求め

られていることは容

試験本番では受験者はこの状況設定の下，指定の条件に

易に理解できるだろう 。

状況「 次のような誕生日への招ァか」：あなたは友人のエーフ ら

待状 受け取る。を

【 待状】招
生日誕 大パーティをするの。に

つ？い ８月17日土曜日19時から：

こで？：私の家ど

なたあ 来らが てくるかどうかごて誰かを連れるかどうか，そし れ

返事 ょうち いねだ

わしているしみに再会できるのを今から楽

ファーエ
を持 しら？物 ないかか食べ れ伸： 参してく追 何

ーフ い。もエ 0語ァへの返 5 きなさくと て書を少 を用い事 な

次 諸点 注意しの さいに な ：

いの 葉を祝・招待 言感謝し，エーに ァにお べなさフ 。述 い

き一緒 。行 さいと か書に な・ たい き誰

・何 食事 なさいを か書に持参す 。る き

。いしなつ・エーファに さ問を一質

）に拶 慮し手紙の形 配れの挨準（呼びかけ，日付，別的諸基式 な

い。さ
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［導入］

教師は，後期第一週の最初の授業 において30分程度の時間を使って

授業参加者に次のような説明をする。第一に ÖSD（ここではGD［初級］）は，

本学ドイツ語 の総まとめを図り，またさらにそのグレードアップを目指す

上で格好のものであること。第二に ÖSDの「書く」課題の内容とそれへの取

り組み方について詳しく。第三に（ここから具体的な導入作業になる）友人

間の手紙・ハガキにおける形式的要素（呼びかけ，日付，別れの挨拶）につ

いて板書。その上で第四に課題１ を宿題として配布し，これを辞書を用い

てもよいから１時間程度をかけて書いてくるように指示する。最初はこのよ

うに取り組みやすいよう緩和した条件で始めることが肝要である。

教師は第二週の授業において参加者から課題１の解答を回収する（所要時

間５分）。さらに第三週の授業において，個々の参加者に解答に対する詳細な

添削版を返却し，同時に全員に課題２を宿題として配布する（所要時間５分）。

第四週の授業では参加者が添削版を踏まえて作成した清書 を回収し，ま

た課題２の解答も回収する（所要時間５分）。第５週の授業では参加者に清書

を訂正状態をチェックの上返却し，併せて課題２の解答への添削版を返却し，

また課題３を「準備クラス」の初回提出用の課題として配布する（所要時間

10分弱）。このような流れで１カ月で２つ程度の課題をこなし，ドイツ語 の

段階に相応しい作文練習を行うことを通じて，参加者に ÖSDのGD［初級］

の受験とそのための「準備クラス」への参加を勧誘する。

(注１)Übungsmaterialien Band 1 S.4
(注２)ここでは ÖSDのホームページ（http://www.osd.at）に掲載されたモデル問

題を使用する。
(注３)評価基準等は ÖSD練習教材集 Übungsmaterialien（ÖSDへ注文し購入す

る）の評価指針および添削指針に詳しく書かれている。
(注４)対象クラスは週２回ドイツ語を学ぶドイツ語 Aを想定している。そして

二人の教師が共通教科書を用いてそのクラスを交互に担当し，一方の教師
が ÖSDの「導入」を授業の一部分で行っているものとする。

(注５)第１週～第５週の「書く」についての授業での「導入」の作業工程は（注７）
の下に 工程表 としてまとめてみた。
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(注６)ここで言う「課題」は，注２で述べた ÖSDの新（１巻本）と旧（３巻本）
の練習問題集 Übungsmaterialien（初級［Grundstufe］用）の「書く」問題
から適宜設定。

(注７)最初は間違い個所が多く十分訂正しきれないことがままあるのでこのくら
いの丁寧さが必要である。しかし逆にこのような丁寧な方法を取ることに
より次回以降の基本的な間違いの繰り返しが回避でき，その分添削の重点
をより一層内容の組み立てや表現の問題へ移して行くことができる。

「書く」の授業への導入の工程表

第１回導入 第２回導入 第３回導入 第４回導入 第５回導入

教師
（教室で）

導入を説明／
課題１を配布
（30分）

課題１の解答
を回収（５分）

課題１の添削
版を返却／課
題 ２ を 配 布
（５分）

課題１の清書
を回収／課題
２の解答を回
収（５分）

課題１の清書
を返却／課題
２ 添 削 版 返
却／課題３配
布（10分）

準備クラス
開 始

学生
（自宅で）

課題１の解答
を作成（１時
間）

課 題 １ の 清
書／課題２の
解 答 を 作 成
（１ 時 間 15
分）

課題２の清書
を作成／課題
３ 解 答 作 成
（１ 時 間 15
分）

1.2．【話す】

文法中心の日本のカリキュラムでは「話す」「聞く」「書く」「読む」などの

実践的な言語行動能力の涵養にあまり力が注がれないことが多いが，特にそ

れは「話す」への配慮の乏しさに著しく表れているように思われる。従って

授業において ÖSDの試験問題に触れることでこの点を若干補足することに

はそれなりの意味がある。

［試験問題のサンプル］
第１問

［状況］

あなたの対話の相手 はあなたと知り合いになりたいと思って

いる。あなたはあなたに関する６つの個人的質問の書かれた一枚

の紙 をもらっている。５つのテーマを選び，それらについて

話しなさい。これらのテーマに関して相手も質問をするだろう。

11 ÖSD初級準備クラス授業実践ノート



表現する練習をすべきであろう 。学生にそうした文を提出さ

せ，それを教師が添削・返却すれば自己紹介のコアができる 。これを前期

末試験の口頭試験の問題にすれば，通常授業の充実にもつながり，またそれ

がそのまま「準備クラス」にも結びついて行き，まさに一石二鳥である（も

ちろん旅行などでも使える）。

第２問については２～３分くらいで話せる短い対話をペアで作る作業をさ

せ，出来上がったも

［導入］

第１問のテーマ群 は「自己紹介」にまつわる基本的なものである。外国

語を学ぶ際，できるだけ詳しく自己紹介できることは，実用的にも語彙習得

の面でもきわめて重要である。

この際この種のテーマをもう少し増やしてそれぞれのテーマについて簡単

な２～３文で

努

すれば「導入」がそのまま

授業にも生き，さらには「準備クラス」での

のを教師が添削・返却し，これを上記の自己紹介と合せ

て前期末の口頭試験とすることもできよう。そう

ってこよう。も

ちろん対話の作成には特に最初はかなりの時間を要する

授業にもつなが

のころうであ が，

第２問

状［ 況］

あなたとあなた はあなた方の通ってのパートナー いるドイツ

のクラ校 ためにハスメイトの 計画している。ングを語学 イキ

れにあなたはそ な問題点をメモしている。それして以下のよう関

てい ートナーと相談しパらの問題点につ なさい。

スハイキクラ グン

田？◇どこへ へ？町舎へ？ ？へ 湖

◇ ？ 何いつ？ 何曜日に 時に？

車は？ 列 スで？の仕方 で？ バ◇旅行

◇何を と飲み物は？ 音楽は？持って行く？ 食べ物
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力は最後には学生にも教師にも報われる作業となろう。私の経験では，この

作業はきわめて盛り上がったものになるのが通例である。というのも，この

対話作成作業では学生たちは力を合せて対話を作成しさらにそれを共に演じ

ることで直接的に達成感を共有できるからであろう。

(注１)必ず２問出題され，それぞれの問題パターンも決まっている。
(注２)試験の場合は試験官の一人がその役となる。
(注３)ここでは１枚の付属資料に次の６つのテーマが書かれている：①家族②趣

味③言語④音楽⑤お祝い（例えば正月，クリスマス，誕生日，雛祭り，七夕
等の祝い事―大塚）⑥料理

(注４)試験本番では試験官の一人がその役となる。
(注５)(注３）および（注６）を参照。
(注６)行ってみたい国・地域（アメリカ，ヨーロッパ，ドイツ，フランス，イギリ

ス，イタリア，中国等々個別に尋ねてもよい）／行ってみたい町／住みたい
町／好きなスポーツ／なりたい職業／出身／年齢／

(注７)今後もこれを礎石に段階に応じて語彙・表現を更新・追加して行けば，豊か
な自己紹介ができる学習者を生み出すことができよう。

1.3．【聞く】

「聞く」は ÖSDの課題を前期の聞き取り試験に活用する形で導入するのが

一番無理のないやり方ではないかと考える。だがその前に ÖSDの聞き取り

の「試験問題のサンプルの概要」を見ておこう。

［試験問題のサンプルの概要］
第１問＝ラジオニュースからの出題。同じテーマを扱った二つの

ラジオ局のニュースを聞かせる。その上でニュースで扱われた４

つのポイントを８つの選択肢から選ばせる。ここではドイツにお

ける観光客の増加が共通のテーマであり，多くの旅行者がやって

来る４つの国を選ぶのがここでの問題である。選択肢に挙がった

８つの国はアメリカ，オーストリア，オランダ，スイス，フラン

ス，イギリス，イタリア，日本であり，答えはアメリカ，オラン

ダ，イギリス，日本の４カ国である（試験では一度だけ聞くこと
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。

して使える。ただし前期については，ÖSDの方のレベ

ルが若干高いのと問題の特徴に馴

［導入］

例えば教科書にTANGRAM を使っている場合には，前期・後期とも聞

き取りのテスト問題と

う

要もあるので，授業で課題を

３つ（３問から成る問題群が３セット）ほど導入しておくの

染んでおく必

ろがよいだ

きる）。でが

第２ 問題。ス問＝留守番電話 ていて，折悪しく日行に来スに旅イ

てどうし曜日に 要になった。開いている薬局を知るがもある薬 必

た ターに電話すると，留守電で必要な情めに薬局セン こ報を得る

ができた。以 点を答えるこ下の５つの の問題であこでとがこと

：る 局の住所③①薬局名②薬 時から 時まで）④週間（７開店時

料 S加手数末の追 ラン）⑤薬局の電話番号（試験でイスF（ス フ

留は 聞くことができる）。を２度番電話守

タ＝イン第３問 ーストリアの５人の高校生に大学題ヴュー問 オ。

で 済③工学④言語⑤芸術のうちどの分野を専攻した経②医① 学

尋か 。ねている 可。まだ決めか複数回答い もおり人にる者ねてい

より ちまちである回答数はま は経済と言語。第二の者者第。 の一

建 な設技師には 工学。まだかなり迷っており他の３分でりたいの

野 ているが，しかしそれらの分野への興味にも言及し 確無の をさ

結 り局はやはて 着く。この場工学に落ち 分野」は他の３合「し認

引っ掛 とになるけ問題というこ 医学と工学の間で揺の者は。第三

四のる。第れてい ようか芸術にしようか迷ってい経済に者は し

る し。 学には全く関心がないと言う。ここでは工学学や医しか 工

が け問引っ掛 ５の者は，両親が題。第と医学 供の頃なので医者 子

か 医ら ったが，最学に興味があ 興味も強く迷ってい済への近は経

学に語と工る。言 ない，という。ここでは言語とるで興はま が味

工学が （試験では聞けるのは１度だけ）。引っ掛け問題。
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大事なことは，まず ÖSDの試験問題用紙（もちろん練習問題集のもの。ただ

し体裁は本番用と変わらない）を配布した上で問題のタイプも問題構成も定

型的なものであることをじっくり説明し，その上で学生と一緒に問題毎に何

度も聞きかつ解いてみることである。上の第１問で言えば，まず問題文と８

つのキーワードを理解させる。（もちろんキーワードを扱う前に，学生たちに

関連語彙を挙げさせる［第１問との関連で言うと学生たちに行ってみたい国

の名前を言わせその語彙を板書する］とキーワードへの移行もスムースにな

るだろう。）その上で何度もCDを聞かせ，答えを捜させる。身近な分かりや

すい話題であるし，また今の学生は耳が良いので多くの者が正解するだろう。

第２問でも同様にまず問題文と解答欄（の語彙）の理解を図り（前者つまり

「問題文の理解」を読解問題としてクラス全員で取り組んでみるのも，実は手

近な，しかしかなりやり応えのある練習プログラムではある），その上で何度

もCDを聞かせ，答えを捜させる。また解答の際薬局の店名と住所，時刻と金

額を書かなければならないので，この機会にアルファベットと数詞の簡単な

復習をしてから解かせた方が良い成果が得られるだろう。第３問でも同様に

まず題意と語彙の理解を図る。第１問と同様に，学生たちにも同じ問い（し

かしもう大学生なので高校時代に大学での専攻についてどういう希望を持っ

ていたかを尋ねる）を投げかけて，出てきた答え（ここでは専攻名）をドイ

ツ語に訳して板書しておけば，CD聞き取りの際の助けになろうし，通常の聞

き取り練習ともなりうるだろう。

このような練習を練習問題集の中の３セット程度についてこなしておけ

ば，定期試験の聞き取り問題として練習問題から出題することもできるだろ

う。ただし大部分の学生にはややレベルが高く少し補助が必要であろうから，

試験用の問題セットには教師が独自に語彙等の詳しい注の付いた解答欄を作

成しておくべきであろう。

そして例年であれば，こうした問題に手ごたえを感じ興味を覚えた者の中

から準備クラスに参加する者がちらほら現れるはずである。
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(注１)ここでの［試験問題のサンプルの概要］は例外的に旧版の Übungsmate-
rialien Band2 Übungssatz8（練習問題集第２巻 練習セット８）のものを
用いている。なお，問題構成について言えば，必ず３問出題され，それぞれ
の問題のパターンも決っている。

(注２)TANGRAM aktuell 1,A1/2（Lektion 5-8）（Max Hueber Verlag）

1.4．【読む】

通常授業で ÖSDの「読む」問題に触れることは，学生にとって，基本語彙

のおさらいをし，多くの複合文に実際に接し，また緩和された条件のもとで

速読練習を試みる貴重な機会となるだろう。さらには言語の社会文化的背景

に自ら触れる得難い機会ともなろう。

［試験問題のサンプルの概要］

を語彙的にも内容的にも正確に理解し，

把握

問題である。それは，基本語彙を手掛かりにテキスト内容を想定する訓練の

場であり，またより複雑な文構造（特に副文＝従属節を含む複合文）にも触

れるよ

［導入］

ここでは第１問，第２問ともテキスト内容の大意把握を問うものである。

そもそもドイツ語圏に限らず新聞・雑誌は初学者には語彙が難しく文構造も

複雑なものである。この新聞・雑誌の読解力を養ってくれる筆頭が大意

養う場を提供してくれるものである。

そしてキーワードと共にテキスト内容の要点を提示してくれるものこそ見出

し なのである。従ってまず見出し

総じてい機会でもあり， 力を読速

問第１

事５本を読んで密接に関連する0本と短い新聞記出し1聞の見新

士もの同 ける。結びつを

第 問２

や 問について記事の内容と合聞記事を読んで５つの新長や のめ

肢 。から選ぶ択致する答えを三つの選
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その理解を手掛かりに記事の方はすばやく読むのが賢い作戦というものであ

る。いずれにしても新聞記事は学生には同時代のものであるだけに実はかな

り興味深いはずである。ドイツ，オーストリア，スイスでも現代日本と同じ

ような出来事が毎日起こっていることを，自らの習い始めて日の浅い言語の

知識で知りえた時の感慨は決して小さいものではないだろう。

授業での「導入」では宿題として２～３セット程度扱うことができれば上

出来だろう。しかし宿題の出し方には一工夫も二工夫も必要だ。最初はまず

新聞記事を読んでその上で選択肢に取り組むという本来のやり方をあえて取

らないこととする。むしろ通常のやり方の逆を行き，まず選択肢の方を辞書

を使って正確に理解し，それを導きの糸として学生にはまだ難解至極に見え

る新聞記事の方を読んでみる，というアプローチを採るように指示する。す

なわち，まず第１問の新聞の見出しの部分を辞書を用いて丁寧に調べ意味を

正確に理解する。次にそれに基づいて新聞記事をしかし今度は辞書を用いず

勘を働かせながら読み，見出しと関連付けてみる。同様に第２問についても，

まず内容にかかわる選択肢の方を辞書を用いてもよいから丁寧に調べながら

読み意味を正確に理解する。次にその知識に基づいて長めの新聞記事を今度

は辞書を使わずに何度も勘を働かせながら読んで答えを出してみる。その上

で授業で答え合わせがなされるが，その際教師は新聞記事について語学的の

みならず内容についてもできるだけ詳しく解説するのである。現代ヨーロッ

パの出来事についての解説に学生は興味津々で耳を傾けるだろう。「読む」の

授業での導入のきわめて重要な意義は，おそらくこの新聞記事の社会文化的

背景の紹介・解説という点にあるだろう。因みに，「読む」で扱われる新聞記

事は国際的に共通する社会性の高いテーマが扱われることが多いので，本学

学生には組みし易い内容であることが少なくない。概して言えば「読む」は

本学学生の得意分野と言えるかもしれない。

（注１）必ず２問出題され，それぞれの問題パターンも決まっている。
（注２）見出しといっても初級の問題だから学習者が困らないよう工夫が施されて
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いる。すなわちそれは前置詞を含む名詞句や動詞の不定形を中心とする不
定句あるいは簡略化された短文といった体裁を採っているのである。本来，
新聞・雑誌の見出しの構造上の要の石は分詞とりわけ過去分詞であるが，そ
れは動詞の詳しい知識を要する難解な言語現象であり所詮初級の「読む」課
題の対象ではありえず，ここでも注意深くほぼ完全に回避されている。むし
ろその回避の徹底ぶりに ÖSDという検定試験システムの良心を感じるほ
どである。

２．準備クラス

2.1．プログラム全体について

■期間：11～１月に５～６回程度 ／４～５月に３～４回程度

ÖSDの試験は日本では年２回１月末と６月中旬に行われ，本学の場合GD

（初級）の準備クラスもそれに先立って行われた。しかしGD（初級）のレベ

ルが本学のドイツ語 終了レベルとほぼ合致していることもあって，大半の

受験者は現にドイツ語 を履修中の者の中の特に積極的な者であったが，当

然彼らは11～１月の準備クラスに参加し１月末に受験した。参加人数は平

均すると毎年数名程度であった。４～５月の方はいつも参加者がまばら（せ

いぜい１～２名）だった。

６月のGD（初級）の試験は，ドイツ語 の授業が始まったばかりで当然受

験レベルに達した者はまだ出てきておらず例年低調であった。従って４～

５月のGD（初級）の準備クラスへの参加者もせいぜい１～２名でゼロの年

もあった。

■頻度：週１回

■時間：火曜日４時限目・５時限目（14：30～17：30）

※４年ゼミの就職活動（前期）や卒論執筆（後期）による不規則開講状況を

睨んで設定するが，準備クラスの半分ほどの授業はE-ラーニング（添付

ファイル付きメールやファックスを用いる）による。

※１時間の長さはそれほど厳密ではない。短くて60分程度，長くて90分程

度。
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■授業方法：

準備クラスでは，一人では練習しにくい「話す」と「書く」が中心的作業

となり，「聞く」と「読む」は教師が参加者とのメールのやり取りで解答をコ

ントロールする形で行われることが少なくない。殊（こと）に「話す」は一

部の作業を除いて全て教室での学習となる。しかし「書く」についてはメー

ルやファックスも大いに活用しうる。逆に「聞く」や「読む」についても２

回に１回は教室での授業（＝実習（※)＝模擬試験）を行うよう極力努めた。

※実習＝条件を緩和した模擬試験。最初のうちは教師の支援もあり，時間も

たっぷり，辞書も使用可。しかし徐々に緩和的条件が取り除かれ，最後には

本番とほぼ等しい条件となる。

■教材：

ÖSD作の受験用の練習資料集全３冊 （各冊に「読む」「聞く」「書く」「話

す」の４分野からの問題を１セット（６頁）とする試験問題が４セット，３

冊全体では都合12セット）のコピーと「聞く」のCDコピー全３枚を参加者

全員に配布する。「書く」と「話す」には解答はない（詳細な評価と採点のた

めの指針があるのみ）が「読む」と「聞く」には解答がついている。しかし

「読む」「聞く」についても，教師は参加者に解答を事前に与えることにより

自律的に練習させることもできるし，また解答を事後に与えることによって

管理下に置いて練習させることもできる（後述）。またTranskript（文字テキ

スト）は「聞く」の練習において重要な役割を果たす（後述）。
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■準備クラス予定表

(注１)旧版は３冊，新しい版はまだ１冊。しかし旧版も工夫の仕様で部分的にはま
だまだ活用できる。問題構成の異同について言えば「聞く」（Horen）は全
く同じ。「読む」（Lesen）の旧版の第２問は新版の第１問になっている。「話
す」（Sprechen）は旧版では一問のみであったが新版ではそれが第２問に
なっている。従って新版も加えればかなり手厚い練習を積むことができる。

2.2．【書く】

参加者が課題２の清書と課題３の解答を提出するところ（10頁「導入」と

11頁の 工程表 を参照）から準備クラスの授業が始まる。教師は，参加者

に課題４をその場でやらせる。制限時間は40分（試験では30分）とし，辞

書はまだ使ってもよいことにする。他方教師は，参加者が課題を解いている

間に，提出された課題２の清書と課題３の解答を素早く添削する。清書の添

削は確認のためでほとんど時間を要しない。しかし課題３の解答の添削には

それなりの時間を要する。教師は参加者が課題４の解答を終えたところでそ

れを回収し，添削を終えた３の解答を直接本人に若干のコメントを添えて返

却する。その際併せて次回までの宿題として課題５を必要な指針付きで配布

する。ここまでで多分約90分を要するだろう。こんな具合で「書く」の練習

は進行して行く。

しかし「書く」はE-ラーニングで行うこともそれほど困難ではない。その

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

書く 提出

返却

提出

返却

実習

提出

返却

提出

返却

実習

提出

返却

提出

返却

実習

話す 実習※ 実習 実習 実習 実習 実習

聞く 練習法

説明

答え合わせ

＋解説

実習※ 答え合わせ

＋解説

実習 答え合わせ

＋解説

読む 練習法

説明

答え合わせ

＋解説

答え合わせ

＋解説

実習※ 答え合わせ

＋解説

実習

提出＝学生から教師へ。
返却＝教師から学生へ

※上記「■授業方法」の「※実習」を参照のこと。
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場合参加者は課題の解答（手紙）を１行空きで書いて（ファックスの場合こ

れは特に重要）添付ファイルないしはファックスで教師に送る。教師は添付

ファイルの場合その全文をワード文書の次頁にコピーしてそのコピーの方に

添削を加えるとよいだろう。参加者が自分の元の文と直されたものを照合で

きるためである。添削は色分け（例えば訂正部は赤字，語順のみの訂正は青

色，コメントは緑，といった具合）をすると一層分かりやすいだろう。

参加者がこうして教師から返送されてきた添削版に基づいて清書を作成し

再度教師へ送るやり方が有効なのは，教室での直接学習の場合と同じである。

しかしながら場合によっては教室での直接学習に加えて添付ファイルや

ファックスによる方法を併用すると相当の練習量をこなすことになる。こう

した特に積極的な学生が時には現れるものである。ともかく本学学生は練習

量の豊富さも手伝ってか，ÖSDの本番においても「書く」でほとんど点を取

れない多くの受験生を尻目に，むしろそれでかなり点を稼いできた。

2.3．【話す】

【話す】についても，「授業での助走的導入」の項で述べたように，第１問，

第２問とも定型的なものなので，それぞれの問題のタイプに適った準備をす

る。

第１問は自己紹介にまつわる６つの問から５問を選んでそれぞれいくつか

の文で表現するという課題である。この第１問に対する練習法としては，ま

ずその下準備として，各自が事前に10くらいの自己紹介関連テーマ（教師と

ともに選考する）について一つのテーマにつき４～５程度の短文を書いて教

師に提出し，それを添削してもらったものをあらかじめ覚えこんでおくので

ある（時間が取れなければ，書いた短文を添付ファイルで教師に送り，教師

から返送された添削版をあらかじめ覚えこんでおくというやり方もある）。準

備クラスでは，教師がその都度異なった自己紹介関連テーマリスト（６つの

テーマが書かれている）を配り，参加者は即座にそれらのテーマについて空

ですらすら話すのである。これもペア練習の形にした方が参加者に無用の緊
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張を強いずに済むだろう。

第２問については，最初は条件を緩和して練習する：まず一人で作戦を練

る時間を15分間とする（本番よりも５分長い）。また辞書を見てもよいこと

にする（本番では使ってはいけない）。その上で二人で相談する時間を30分

とする（本番では10分）。基本的にはドイツ語のみを使うよう努める。（もち

ろん回を重ねるごとに徐々に条件も本番のものに近付けて行く。）

練習は二人一組で行う。教師も練習に加わる。教師も含めて人数が奇数の

場合は３人一組で行う。

教師はペア練習に入る前に友人レベルでの代表的な決まった言い回しを紹

介する（出会いの挨拶／別れの挨拶／感謝・お礼の表現／お祝いの表現／お

詫びの表現／提案表現／話題転換表現などなど）。

さていよいよ以下のような対話の流れに沿って練習を進めることになる。

【出会い】出会いから演じる。ともかく出会ったらまず挨拶。友達同士とい

う想定だから「やあ，元気？」くらいを言い交す。

【別れ】対話の最後も「じゃあね 」「～曜日にね 」といった日常行われ

る別れの言葉で終える。

【話を切り出す】「今週末時間がある？ いっしょに何かやらない？」と持

ちかける。基本的に相手も時間がありその気もある，という前提だから相

手も乗ってくる。「時間はあるけど何？」と問い返すだろう。

【具体的な提案】(どちらが提案するかは事前に打ち合わせておく）一方が

例えば「映画館で今面白い映画をやっている。一緒に映画を見に行かな

い？」と持ちかける。ÖSDの試験では相手（実は友人役の試験官）は素直

には同意しないことが多い。むしろ「ピクニックに行かない？」「私はピク

ニックに行きたい」などと逆提案をする。最初の人は例えば「週末は雨が

降るかもしれない」「天気予報では週末は天気が悪い」とか言って自分の

ペースに巻き込む。「それでは映画を見に行こう」ということになる。そし

て「映画の後食事をしようよ 」ということになる。和食にするか中華に

するか洋食にするかという話になる。「～に素敵な新しいイタリアレストラ
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ンがある。そこに行こうよ。」と友達が言うのでそれを受け入れることにす

る。自分の意見を積極的に述べることはもちろん大切だが，時には人の意

見を受け入れることもまた練習のうちである。

【待ち合わせ】「ではどこで何時に会おうか」というふうに話は進む。待ち

合わせの時間と場所が決まる。

こんな調子でできるだけ多くの練習ができるとよいだろう。

2.4．【聞く】

初回は準備クラスでの練習の仕方を説明する。すなわち準備クラスの授業

では参加者は教師の助けを受けながら手順を踏んで問題を解いてゆく練習を

数多く行う。授業での導入の際に確認したように，ÖSDの「聞く」の問題構

成は，第１問は同一テーマについて二つのラジオ局のニュースを聞く問題，

第２問は一定のテーマについて情報を得ようとする留守番電話問題，第３問

は一定のテーマについて一般市民や関係者の意思・意向を尋ねるインタ

ビュー問題，という具合に定型的なものである。まず第一に参加者は教師の

助けを受けながら課題のテーマは何かを正確・迅速に見極める練習をする。

これは３つの問題の短い問題文を速く正確に読み取る力，言わば読解力，速

読力を付ける練習である。次に選択肢の語彙の意味を素早く理解し，テーマ

と語彙との関連を推測する練習をする。そして次の段階でいよいよCDの音

声テキストを聞きながら与えられた選択肢から解答を見つけ出したり（第１

問および第３問），重要な情報をキャッチしたり（第２問）することになる。

だが参加者はテーマの確認と語彙の整理は教師と共に教室で行い，音声テキ

ストを聞きながら解答を見つける作業は，「宿題」として各自自宅で行っても

よいし，あるいは教室で「実習」として模擬試験の形式で行ってもよいだろ

う。「宿題」の場合には次の回に「答え合わせ」と教師による解説が行われる。

「実習」の場合には教師と共に準備作業を行った後「模擬試験」としてCDを

聞きながら問題を解き，その後やはり「答え合わせ」と教師による解説が行

われる。準備クラスの時間が取れない場合には「答え合わせ」と教師の「解
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説」をメールで行ってもよい。

それからTranskript（文字テキスト）の活用法について言えば，すでに解

答済みの課題セットについてこれによって答えを確かめながら何度も徹底的

にCDを聞くという利用法が基本である。しんどくともこれが聴解力の改善

へ向けた効果的方法であることに間違いないであろう。しかしTranskript

（文字テキスト）の活用法はこれに留まらず，実は速読力を鍛える優れた方法

をも提供してくれるのである。というのも ÖSDの「聞く」の問題の場合，メ

ディアの設定がラジオ，公的に情報伝達を行う留守番電話，マスコミによる

インタヴューというものであるため，Transkript（文字テキスト）のドイツ

語は比較的きちんとした口語文であり，しかも１問１問がテキストとしてあ

る程度の長さを持つ。１セット３問として12セットで36問と大変な分量で

あり ，しかも大意もキーワードも知り尽くしているのである。これはまさ

に速読練習のための宝の山と言うべきであろう。

(注１)「聞く」については2007年以降も問題形式に変更がなく旧版の Übungs-
materialienを今なお全て練習に活用することができるので，Transkript
（文字テキスト）も大いに活用できるのである。

2.5．【読む】

「授業での助走的導入」の項で見たように「読む」問題もパターンは決まっ

ている。第１問は新聞の見出し10本と短い新聞記事５本を読んで密接に関連

するもの同士を結びつける問題。第２問はやや長めの新聞記事を読んで５つ

の問について記事の内容と合致する答えを３つの選択肢から選ぶ問題であ

る。

さて第１問のための練習の仕方は，まず10本の見出しを辞書を使ってもよ

いから正確に読み取ることである。見出しはいずれも前置詞を含む基本語彙

から成る名詞句の体裁を採っているので，参加者にも比較的取り組みやすい

し基本語彙の勉強にもなる。そして次にこの基本語彙の正確な理解を手掛か
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りに短い新聞記事を読み，密接に関連する見出しと結びつける。この結びつ

ける作業は宿題にしてもよい（新聞記事は易しいながら本物なのであらかじ

め若干の注釈を付けておいてもよいかも知れない）。第２問のための練習の仕

方も第１問のやり方と考え方は全く同じである。まず長い新聞記事の内容

に関する５つの問の方から取り組むのである。第１問の見出しの場合と同様

に，ここでも各問の３つの選択肢は以下ご覧の通り，いずれも基本語彙で書

かれていることが理解されよう。【０】（＝例題）フランツ・ボェーム（Franz
 

Bohm）とハナ・ボェーム（Hanna Bohm）は［A］65歳である。［B］65年

間友達付き合いをしている。［C］65年来夫婦である。【１】ボェーム氏は［A］

65歳である。［B］84歳である。［C］88歳である。【２】フランツ・ボェーム

は［A］ある船で働いていた。［B］一艘の船を買った。［C］ある船で働きた

かった。【３】以下省略 解答は【０】C 【１】C 【２】Aである。

教室ではこの選択肢の部分を正確に理解する作業を行い，新聞を読んで３

択から選ぶ作業は宿題にするのである（しかしここでも新聞記事は本物であ

り２年生にはかなり手ごわい可能性があるので若干の語学的内容的な注釈を

与えておいた方がよいかも知れない）。

次回は答え合わせをし教師が若干関連のコメントをする。そしてその次の

問題セットについても同様のやり方をする。そのまた次の回は実習＝模擬試

験の日であるが，いよいよ参加者が教師に補助された準備作業も無しに，い

きなり一人で解答することになる。もちろん事後の答え合わせと教師による

コメントが行われるのは従前どおりであるが。しかし制限時間はまだ40分～

50分与えてもよいかも知れない（本番では30分）。そしてこれまで通り次回

までの宿題は課すが，そのための教師と共に行う事前の準備作業はそろそろ

止めてもよいかも知れない。参加者は教師による事前の支援も無く文字通り

自己管理で問題を解くことになる。もちろんその次の回には答え合わせや教

師による解説が行われるのは従前通りだが。しかしその際教師は参加者に自

宅で課題に取り組むやり方について次のような提案をしておくべきである。

すなわち１回目は制限時間（30分）を守りしかも辞書なしで解いてみる（こ
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れは文字通り本番と同じ条件である）。そして２回目は辞書を使ってゆっくり

時間をかけて解いてみる。しかし記入に使うボールペンは１回目と２回目で

は別の色のものを使い，答えの変化を追跡できるようにしておくのである。

(注１)ÖSDのホームページ（http://www.osd.at）掲載のGD用モデル問題の

Lesen（読解）の第２問を参照のこと。65年間仲良く暮らしてきたボェーム
夫妻の馴れ初めと現在の静かな生活を紹介した新聞記事（オーストリアの
日刊紙より）が扱われている。

３．ドイツ語基礎統一試験（ZD)・中級ドイツ語（MD)・上級ドイツ語

（OD)・ビジネスドイツ語（WD）の準備クラス― 準備クラスとし

てのゼミと交換留学

これらの検定試験の受験者は主に私のゼミ生であった。もちろん優秀な一

般の本学学生や他大学の学生・大学院生・留学生，中には高校２年生のドイ

ツ語基礎統一試験（ZD）の受験者もあった。しかし大半は私のゼミの学生が

交換留学に絡める形で活用してきた。

まず ZD（ドイツ語基礎統一試験）については交換留学への準備に活用する

ことができる。そして受験システム＝準備クラスはもちろんドイツ語ゼミで

ある 。最も多いのは夏に交換留学に出発する者が語学力の鍛錬と測定のた

めに６月に受験するケースであった。ZD受験者の学習時間について言えば，

大学３年生の交換留学までの半年間，ないし４年生で留学する場合には１年

間のゼミでの勉強に基づいて学習時間が計算される 。【平成13年度以前の

カリキュラム】（＝いわゆる【平成９年度カリ】）で学んだ学生は，ゼミ学習

１年を加算すると総学習時間が最大630時間，ゼミ学習半年でも最大570時

間にのぼり，また事実ほぼ全員がZDに合格している 。平成13年度以降に

入学し【平成13年度カリキュラム】で学んだ学生は，ゼミ学習１年を加算す

ると総学習時間は何とか420時間（２年次に短期語学留学参加の場合は

480～540時間），ゼミ学習半年で360時間（２年次に短期語学留学参加の場合
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は420～480時間）にしかならない。十分な学習時間が確保されなかったこと

は誰の目にも明らかである。その結果ZD受験に大変苦戦し不合格になる者

や部分合格に留まるものが少なからず現れてきた 。最大の原因は【平成13

年度カリキュラム】によるドイツ語 の時間数の減少（週３回履修から週２

回履修へ）にあるだろう 。

MD（中級）については交換留学から秋に帰還した者が冬に受験するのが理

想である。しかし帰国後独検２級（11月）を受験したり卒論に取り組んだり

スピーチコンテスト（12月）に参加したりと皆なかなか忙しく，受験者数は

通算するとZDのほぼ３分の１（11名）である。それはともかくMD受験の

意義は交換留学中に培われた語学力を整理統合する点にある。また学習時間

数について言えば，留学先ではほぼ全員が週３回の外国人留学生用のドイツ

語クラスに参加し，また言語文芸学部のドイツ語教師養成コースに用意され

た「異文化コミュニケーション」の授業に参加したり，もっと積極的な学生

は自分の商大での所属学科に関連する概論系の科目を履修する者もいる。ま

たそもそも生きた言語使用という点ではそこでの生活全般が学習時間に算入

できるわけだから時間的条件は十分満たしていると考えることができよう。

さて受験準備学習はGD，ZDに準ずるが，【読む】と【聞く】の自立学習（解

答付きの練習問題集とCDコピーを与え自己管理方式で取り組む）のウェイ

トが大幅に増し，【書く】と【話す】を中心にした準備作業となる。MDは2006

年までは大学入学基準とされ 現在よりもかなりレベルが高かった。それ

でもこれまでに11名受験し11名合格している。2000年にはこのMDに優秀

な成績で合格し本学卒業後ウィーン経済大学に正規学生として入学した者が

あった。現在ではOD（上級ドイツ語）が大学入学基準となっており，MDは

格下げされてこれに合格しても一部の大学への入学しか認められない。因み

にODは2007年に新設されたばかりのレベルであり，オーストリア全大学お

よびドイツとスイスの認定大学への入学基準になっている。この年の夏に立

ち上ったばかりのこのODを本学学生１名（バイロイト大学交換留学経験者）

が受験しその際準備クラスを行った。やり方はMDの場合と変わらないが，
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ただ新しい練習教材がまだ整備されていなかったので旧MD用の教材を代

用した。

因みにドイツの大学へ入学するには各大学が行っている DSH（Deutsche
 

Sprachprufung fur den Hochschulzugang）というドイツ語能力試験に合

格する必要がある。これまで私のゼミ生の３名の者が（１人はバイロイト大

学への交換留学時に，２人は商大卒業後バイロイト大学DSH準備コースで

学習後に）これに合格し，その内の２名はすでにバイロイト大学を卒業（マー

ケティング専攻と経済学専攻）してドイツで職についている。

WD（ビジネスドイツ語）は ÖSDの試験体系の中で最上位を占めており，

ドイツ語圏の大学で正規学生として勉強したいと思う学生かドイツ語圏で就

職したいと思う者が活用することができる。準備クラスのやり方はMDのや

り方と変わらない。【話す】と【書く】を中心に学生と練習したというよりは

必死で共同研究したという感じだった。ODがまだ無い当時MDに合格した

余勢を駆って意欲ある３名のゼミ生（いずれもバイロイト大学への交換留学

経験者）が勇敢にもこのWDに挑戦したが，１名がぎりぎりの合格，もう１

名が「話す」の部分合格を収めるに留まっている。

(注１)外国語科目が「準専門科目」ないしは「専門科目」として一歩を踏み出すた
めにはどうしても「～語ゼミ」の開設が必要である。このことが可能である
ことが外国語科目にとっての大きなチャンスであり，また商大生にとって
の大きなチャンスでもある。

(注２)【ゼミを加えた学習時間】 半年間ゼミで学習 ：300h［ドイツ語 ＋ ］＋
60h［ゼミ半年４h×15回］＝360h １年間ゼミで学習 ：300h［ドイツ語
＋ ］＋120h［４h×30回］＝420h）。

因みにゼミでの使用教科書はDelfin（Max Hueber Verlag），Moment mal!
（Langenscheidt）2，Stufen International 2（Klett Verlag）/TANGRAM

 
2（Max Hueber Verlag）などで，いずれもZD受験に照準を合わせた総合
教材。ÖSDの時期が近付くとZDの Übungsmaterialienを用いて実践的に
練習に取り組んだ。やり方はGDの準備クラスの場合に準ずる。ただしZD
の練習問題は，ドイツ，スイス，オーストリア三国の共同制作によるせいか
大変優れた上等の練習問題が多く，留学生活にも役に立ったと思われる。

(注３)1999年～2003年（旧カリキュラム学生が受験した期間）20人受験し18人合
格。合格率90％。

(注４)2004年～2008年（新カリ生が受験した時期）12人受験し６人合格。合格率
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50％。
受験者が激減し合格率も大幅に下がった。

(注５)ドイツ語の基本的な総合的言語能力（言語規則運用能力と言語行動能力［＝
コミュニケーション能力］との総合化された能力）を習得させるには，少な
くとも90分授業を週３回30週行う必要である。もちろんそれにふさわし
い教科書を使う必要がある。例えば佐藤修子他著『スツェーネン場面で学ぶ
ドイツ語１，２』（三修社），平高史也他著『問題発見のドイツ語１～３』（三
修社）あるいはThemen neu，TANGRAM，Moment mal!といったドイ
ツの教科書などが挙げられる。そしてこのレベルへの基本的到達は ÖSDの

GD（初級ドイツ語）を尺度にして測定できるし，またさらにもっと高度な
標準的到達は ÖSDの ZD（ドイツ語基礎統一試験）によって測定することが
できる。そして合格者は公的な認定証を受け取ることができる。こうした方
向性こそ「準専門科目」ないしは「専門科目」としての外国語科目の取るべ
き道ではないだろうか。

(注６)「優」以上で合格するとオーストリアの全大学およびドイツとスイスの認定
大学への入学が認められた。
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